
の
議
論
が
深
め
ら
れ
て
い
く
。

初
代
所
長
・
倉
光
の
ビ
ジ
ョ
ン
と

C
E
L
命
名
に
込
め
ら
れ
た
意
味

倉
光
が
所
属
し
て
い
た
新
分
野
開
発
部
は
、

1
9
7
8
年
に
新
分
野
開
発
室
と
し
て
発
足
。
都
市
ガ

ス
の
原
料
を
石
炭
や
石
油
か
ら
液
化
天
然
ガ
ス

（
L
N
G
）
に
全
面
的
に
転
換
す
る
事
業
が
完
了
し
、

「
第
二
の
創
業
」
に
踏
み
出
し
た
当
時
の
社
内
に
あ
っ

て
、
長
期
経
営
戦
略
の
ひ
と
つ
と
し
て
進
め
ら
れ
た

「
経
営
の
多
角
化
」
の
最
前
線
で
あ
り
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
す
る
情
熱
家
や
起
業
家
精
神
旺
盛
な
人
材
が
数

多
く
在
籍
し
て
い
た
。
そ
の
た
だ
な
か
で
進
取
の
気
性

を
磨
い
た
倉
光
は
、
C
E
L
設
立
に
賭
け
る
思
い
、

掲
げ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
、
当
時
の
大
阪
ガ
ス 

社
内
誌

『
が
す
燈
』（
以
下
『
が
す
燈
』）
や
『
C
E
L
』
誌
の
な

か
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
十
年
後
、
二
十
年
後
の
将
来
の
魅
力
あ
る
地
域
社
会

を
ど
う
つ
く
る
か
、
そ
の
中
で
心
豊
か
な
人
び
と
の
生

活
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
さ
ら
に
は
そ
の
中
で
の
企
業

の
役
割
・
姿
勢
は
―
―
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
サ
イ
ド
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ウ
ェ
ア
の
研
究
を
専
門
的
に
行
う
（
中
略
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
（
C
E
L
）
と
い
う
わ
け

で
す
」（『
が
す
燈
』　

1
9
8
6
年
5
月
号
）

「
多
く
の
企
業
の
研
究
所
は
、（
中
略
）
大
概
技
術
研

究
所
で
あ
る
の
が
現
状
で
す
。（
中
略
）
そ
う
し
た
中
で
、

社
会
科
学
分
野
で
も
自
然
科
学
分
野
で
も
、
必
要
が
あ

れ
ば
統
合
し
た
視
野
の
中
で
中
長
期
的
な
研
究
を
進
め

よ
う
と
す
る
C
E
L
の
あ
り
方
は
、
他
に
例
を
み
ま

せ
ん
」（
1
9
8
7
年
2
月
・『
C
E
L
』
1
号
）

当
初
、
情
報
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
生
活
研
究
所

（
C
E
L
L
）
と
さ
れ
て
い
た
名
称
も
、
設
立
準
備
部
設

置
の
際
に
は
C
E
L
す
な
わ
ち
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文

化
研
究
所
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
―
―

「
C
E
L
は
カ
ル
チ
ャ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ラ
イ
フ

の
略
で
す
が
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
必
ず
し
も
物
質
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
限
ら
な
い
。
人
間
の
活
力
や
、
社
会
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
も
含
ん
だ
も
の
と
し
て
考
え
た
い
」

「
も
と
も
と
C
E
L
の
C
は
カ
ル
チ
ャ
ー
で
は
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
「
情
報
」
で
あ
っ

た
の
で
す
が
、（
中
略
）
情
報
と
生
活
を
「
文
化
」
と

丸
め
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」（
1
9
8
7
年
2
月
・

『
C
E
L
』
1
号
）
と
、
倉
光
自
ら
が
込
め
ら
れ
た
意
味

を
語
っ
て
い
る
。

研
究
体
制
と
暗
黙
の
ル
ー
ル

創
造
の
場
と
し
て
の
オ
フ
ィ
ス

か
く
し
て
設
立
し
た
C
E
L
は
専
任
の
研
究
員
が

7
名
、
兼
務
者
が
13
名
と
い
う
陣
容
で
、
全
員
が
大
阪

ガ
ス
社
員
。
兼
務
者
は
、
企
画
、
技
術
、
ガ
ス
製
造
、

情
報
シ
ス
テ
ム
、
新
規
事
業
な
ど
多
様
な
分
野
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

当
初
は
自
主
テ
ー
マ
と
各
部
門
か
ら
の
委
託
テ
ー
マ

の
2
種
類
の
研
究
を
進
め
る
と
さ
れ
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

「
生
活
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」「
街
づ
く
り
、
未
来
住

宅
」「
文
化
」
の
4
つ
の
研
究
領
域
を
自
主
テ
ー
マ
に

姿
〟
に
つ
い
て
考
え
る
特
別
の
体
制
を
つ
く
る
べ
き
で

は
な
い
か
」
と
の
当
時
の
経
営
陣
の
指
示
の
も
と
、
社

内
横
断
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
未
来
研
究
の
あ
り
方
、
そ

の
体
制
に
つ
い
て
検
討
会
」
で
検
討
が
進
め
ら
れ
た
経

緯
が
あ
る
。

当
時
の
メ
モ
に
よ
る
と
「
ひ
と
つ
の
専
門
的
組
織
を

作
る
こ
と
が
効
果
的
」
と
あ
り
、
方
策
と
し
て
研
究
室

の
設
立
を
提
言
。
そ
の
際
は
、情
報（com

m
unication

）、

エ
ネ
ル
ギ
ー
（energy

）、
生
活
（life

）
の
三
つ
を
柱
と

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
（
こ
のcom

m
unication

が
の
ち
にculture

に
代
わ
っ
て
C
E
L
と
な
っ
た
）、
机

上
の
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
「
外
」
へ
出
か
け
て
体
験
し
、

内
外
の
人
と
討
議
す
る
な
か
か
ら
「
外
」
と
「
先
」
の

動
き
を
つ
か
み
、
そ
れ
を
自
社
の
企
業
活
動
、
事
業
展

開
に
反
映
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
「
動
き
の
あ

る
集
団
」
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、
設
立
さ
れ
た
「
C
E
L

設
立
準
備
部
」
は
、
の
ち
に
初
代
所
長
と
な
る
倉
光
弘

己
（
当
時
は
新
分
野
開
発
部
部
長
補
佐
）
が
部
長
に
就
任
。

あ
り
き
た
り
で
は
な
く
、
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
社
会
を

俯
瞰
し
た
研
究
所
を
目
指
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
た
め

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
（Research Institute for 

C
ulture,Energy and Life 

以
下
C
E
L
）
は
、1
9
8
6

年
4
月
1
日
、
大
阪
ガ
ス
株
式
会
社
の
企
業
内
研
究
所

と
し
て
設
立
さ
れ
、
事
務
所
は
大
阪
市
東
区
（
現
・
中

央
区
）
平
野
町
の
大
阪
ガ
ス
本
社
ビ
ル
（
以
下
ガ
ス
ビ
ル
）

内
に
設
置
さ
れ
た
。

そ
の
設
立
は
、
前
年
の
1
9
8
5
年
に
80
周
年
を
迎

え
た
大
阪
ガ
ス
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
計
画
。
85

年
10
月
に
設
立
準
備
部
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
半
年
間

の
準
備
期
間
を
経
て
4
月
1
日
に
発
足
し
た
。
準
備
部

設
置
前
に
は
、「
大
阪
ガ
ス
の
今
後
の
活
動
の
方
向
づ

け
、
展
開
に
大
き
く
資
す
る
た
め
に
〝
未
来
の
あ
り

　
こ
こ
か
ら
は
、
4
章
に
わ
た
り
C
E
L
の
40
年
間

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
最
初
は
研
究
所
が
設
立
さ

れ
た
1
9
8
6
年
か
ら
、
世
紀
の
変
わ
り
目
に
至
る

14
年
間
。日
本
経
済
が
空
前
の
好
況
に
沸
い
た
の
ち
、

長
い
低
迷
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い
く
こ
の
時
期
に
揺

籃
の
時
代
を
送
っ
た
C
E
L
は
、
何
を
目
指
し
て
生

ま
れ
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
ど
ん
な
成
果
を
あ
げ
、

そ
れ
は
社
内
そ
し
て
社
会
に
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
た

の
か
。C
E
L
の
草
創
期
と
も
言
え
る
時
代
に
携
わ
っ

た
3
人
の
所
長
の
事
績
を
俯
瞰
し
つ
つ
、
そ
の
歩
み

を
跡
付
け
て
い
く
。

設立当時のCELが掲げていた研究
分野とテーマ例を示した図。
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エ
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化
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設
定
。
研
究
者
は
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
テ
ー
マ
の
ほ
か

に
、
個
人
と
し
て
の
テ
ー
マ
も
も
ち
、「
10
年
後
か
ら

20
年
後
の
社
会
を
良
く
す
る
た
め
の
研
究
」
で
あ
れ
ば
、

細
か
な
内
容
は
問
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

設
立
1
年
3
カ
月
を
経
過
し
た
1
9
8
7
年
の
『
が

す
燈
』
に
は
、「
現
在
、
8
名
の
専
任
研
究
員
が
「
変

わ
り
ゆ
く
労
働
意
識
」、「
21
世
紀
の
住
ま
い
と
家
族
」

と
い
う
2
つ
の
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
各
研
究
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
領
域
に
応
じ
て

「
近
畿
の
未
来
」、「
街
づ
く
り
・
空
間
と
人
間
」、「
高

齢
者
社
会
に
お
け
る
生
活
・
経
済
・
文
化
」、「
子
ど
も

と
遊
び
」、「
機
械
と
人
間
の
関
わ
り
方
」、「
科
学
の
進

歩
と
人
間
性
」、「
若
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
価
値
観
」

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
研
究
」（『
が
す
燈
』　

1
9
8
7

年
7
月
号
）
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
は
1
～
2

年
を
か
け
て
取
り
ま
と
め
る
予
定
と
さ
れ
て
い
る
。

多
様
で
幅
広
い
テ
ー
マ
範
囲
で
あ
る
が
、
一
方
で
重

視
さ
れ
た
の
が
「
視
点
を
外
に
置
く
」
こ
と
と

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
だ
っ
た
。
そ
こ
に
働
い
た
の

は
、
大
阪
ガ
ス
の
立
場
を
離
れ
、
一
生
活
者
の
視
点
を

大
切
に
す
る
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
、
所
長
の
倉
光
も
所
員

に
対
し
て
は
常
に
「
ガ
ス
抜
き
」
と
「
人
脈
づ
く
り
」

を
強
調
し
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
う
し
た
点
は
、
先
に
あ

げ
た
『
C
E
L
』
誌
や
『
が
す
燈
』
で
倉
光
自
身
が
記

し
た
「
企
業
の
研
究
所
と
し
て
の
C
E
L
」「
研
究
所

名
に
込
め
た
思
い
」
と
も
符
節
を
合
わ
せ
て
い
る
。

日
々
の
研
究
の
〝
足
場
〟
と
な
る
オ
フ
ィ
ス
の
レ
イ

ア
ウ
ト
も
斬
新
な
も
の
で
、
各
人
の
机
が
会
議
卓
を
囲

む
よ
う
に
配
置
さ
れ
、
そ
こ
で
交
わ
さ
れ
て
い
る
議
論

が
面
白
け
れ
ば
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
ほ
か
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
区
切
ら
れ
た
会
議
室

型
の
部
屋
で
は
議
論
に
疲
れ
た
と
き
、
内
容
を
聞
き
な

が
ら
休
憩
が
で
き
る
リ
タ
イ
ア
シ
ー
ト
も
設
け
ら
れ
て

い
た
［
＊
1
］。
こ
う
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
オ
フ
ィ
ス
づ
く

り
を
、
倉
光
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
実
験
・
実
証
、
そ
し
て

自
ら
渦
中
に
飛
び
込
ん
で
い
く
各
メ
ン
バ
ー
の
心
意
気

を
示
す
も
の
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
常
識

を
排
す
る
意
識
を
形
に
表
し
つ
つ
、
従
来
の
「
事
務
処

理
の
場
」
か
ら
「
創
造
の
場
」
へ
の
進
化
を
目
指
し
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

『
C
E
L
』
誌
の
創
刊
と

編
集
者
と
し
て
の
想
い

『
C
E
L
』
誌
は
研
究
所
設
立
の
翌
1
9
8
7
年
2
月

に
創
刊
し
、
官
庁
、
研
究
機
関
、
有
識
者
な
ど
に

5
0
0
0
部
を
配
布
。
現
在
ま
で
1
3
8
号
を
数
え
て

い
る
。
当
初
は
年
4
回
の
季
刊
誌
と
し
て
、
1
0
1
号

（
2
0
1
2
年
度
）
か
ら
年
3
回
、
1
3
1
号
（
2
0
2
2

年
度
）
か
ら
は
年
2
回
発
行
に
変
更
と
な
っ
た
。

創
刊
当
初
の
4
号
は
特
集
テ
ー
マ
を
「
火
」「
水
」

「
土
」「
気
」
と
す
る
な
ど
野
心
的
な
も
の
で
、
人
文
諸

科
学
の
研
究
者
や
作
家
、
芸
術
家
と
誌
面
に
登
場
す
る

識
者
や
執
筆
者
は
多
士
済
々
。
そ
こ
に
は
理
論
と
教
育

で
は
な
く
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
裏
付
け
ら
れ
た
研

究
に
基
づ
く
「
社
会
に
対
す
る
提
言
」
こ
そ
大
切
で
あ

り
、
人
間
も
企
業
も
理
屈
よ
り
ロ
マ
ン
に
対
し
て
大
き

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
揮
す
る
―
―
そ
の
模
索
を
重
ね
る

た
め
研
究
所
内
外
の
知
見
や
提
言
を
ま
と
め
て
届
け
た

い
と
の
研
究
所
と
し
て
の
想
い
が
あ
っ
た
（
創
刊
号
の

「
C
E
L
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
よ
り
）。

当
時
は
、
先
行
す
る
上
質
な
企
業
P
R
誌
と
し
て

日
本
I
B
М
の
『
無
限
大
』
や
ポ
ー
ラ
の
『
i
s
』
な

ど
が
あ
り
、
ま
た
倉
光
自
ら
強
く
持
っ
て
い
た
と
い
う

文
化
人
類
学
へ
の
興
味
も
前
述
の
よ
う
な
多
彩
な
顔
ぶ

れ
の
起
用
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
あ
た
り

の
意
気
込
み
は
、
対
談
記
事
中
の
倉
光
の
次
の
よ
う
な

発
言
に
も
見
て
取
れ
る
。

ガスビル内に設立された当時の研究所のオ
フィスレイアウト。各人のデスクに囲まれ
るように会議卓があり、誰でも議論に参加
できるようになっている。

「
文
化
と
い
う
も
の
は
、（
中
略
）
真
・
善
・
美
と
い
っ

た
こ
と
に
、
ひ
た
す
ら
心
を
遊
ば
せ
る
も
の
だ
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
私
た
ち
の
C
E
L
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
行
き

着
い
て
い
な
い
。
も
っ
と
早
く
、
も
っ
と
便
利
に
、

も
っ
と
沢
山
、
も
っ
と
安
く
と
い
っ
た
方
向
で
進
ん
で

き
た
現
代
文
明
、
も
し
く
は
企
業
活
動
と
い
う
も
の
を
、

も
う
一
度
見
直
し
て
み
た
い
と
考
え
、
そ
う
い
う
視
点

で
こ
の
C
E
L
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
」（
1
9
8
8
年

4
月
・『
C
E
L
』
6
号
）

創
刊
当
時
、
毎
号
の
編
集
に
当
た
っ
て
所
長
で
あ
る

倉
光
と
の
タ
ッ
グ
で
実
務
を
担
っ
た
の
は
、
新
分
野
開

発
部
に
在
籍
し
、
C
E
L
設
立
準
備
部
メ
ン
バ
ー
か
ら

93
年
6
月
ま
で
C
E
L
兼
務
だ
っ
た
服
部
信
彦
。
服
部

は
、
85
年
12
月
に
大
阪
ガ
ス
1
0
0
％
子
会
社
と
し
て

設
立
さ
れ
た
関
西
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

（
以
下
K
B
I
）
の
設
立
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
。
K
B
I

の
事
業
内
容
に
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
新
技
術
、
都
市
、

住
宅
、
生
活
関
連
等
の
書
籍
・
雑
誌
等
の
出
版
お
よ
び

販
売
等
」
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
K
B
I
内
部
に
設
け

ら
れ
た
出
版
事
業
部
が
『
C
E
L
』
誌
の
編
集
を
担
当
。

88
年
に
は
、
P
R
研
究
会
の
主
催
す
る
「
全
国
P
R
誌

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
最
優
秀
賞
も
受
賞
し
て
い
る
。

倉
光
と
服
部
の
二
人
は
毎
号
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い

誌
面
づ
く
り
を
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、
倉
光
に
よ
る

所
長
対
談
な
ど
連
載
記
事
の
書
籍
化
や
研
究
員
執
筆
に

よ
る
本
も
K
B
I
か
ら
多
数
出
版
（
44
頁
参
照
）。
一

方
で
、
研
究
員
の
文
が
『
C
E
L
』
誌
の
誌
面
を
飾
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
研
究
成
果
報
告
と
い
う
位
置
づ
け

で
は
な
く
、
所
長
の
倉
光
の
ク
オ
リ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
も
と
、
許
さ
れ
る
基
準
以
上
の
内
容
に
ま
と
ま
っ

た
と
判
断
し
た
ら
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
―
―

そ
の
意
味
で
、
特
に
新
人
研
究
員
に
は
『
C
E
L
』
誌

へ
の
掲
載
が
ひ
と
つ
の
登
竜
門
だ
っ
た
よ
う
だ
。

人
類
滅
亡
回
避
の
シ
ナ
リ
オ

ジ
オ
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
研
究

前
述
の
通
り
、
設
立
時
に
ガ
ス
ビ
ル
内
に
置
か
れ
た

C
E
L
の
事
務
所
は
、
そ
の
後
、
1
9
8
9
年
10
月
に

北
区
茶
屋
町
へ
、
93
年
12
月
に
は
梅
田
の
阪
急
グ
ラ
ン

ド
ビ
ル
に
移
転
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
有
識
者
が
集
ま

り
や
す
い
場
所
に
出
て
行
き
、
社
外
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
充
実
さ
せ
た
い
と
い
う
倉
光
の
思
い
が
反
映
さ
れ

て
い
た
。

並
行
し
て
、
倉
光
は
87
年
4
月
に
「
2
0
0
1
年
研

究
会
」
を
発
足
。
こ
れ
は
大
阪
大
学
経
済
学
部
の
中
谷

巌い
わ
お

教
授
（
当
時
）
を
主
査
に
、
少
壮
気
鋭
の
学
者
と

C
E
L
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ

で
あ
り
、
各
界
で
活
躍
す
る
ゲ
ス
ト
を
交
え
て
毎
月
1

回
、
21
世
紀
の
社
会
・
生
活
・
企
業
に
つ
い
て
常
識
に

と
ら
わ
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
議
論
を
展
開
し
た
。

こ
う
し
た
試
み
を
経
て
、
設
立
5
年
を
迎
え
た
91
年

に
は
、「
基
本
問
題
研
究
」「
都
市
問
題
研
究
」「
暮
ら

し
と
住
ま
い
の
研
究
」
の
3
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の

研
究
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
こ
の
時
期
、

「
基
本
問
題
研
究
」
で
最
も
注
力
し
た
の
が
「
ジ
オ
カ

タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
研
究
」
だ
。

ジ
オ
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
と
は
「
地
球
の
破
局
」
を
表

す
造
語
で
、
ジ
オ
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
研
究
は
、
人
類
が

こ
の
ま
ま
欲
望
を
肥
大
さ
せ
自
分
勝
手
な
行
動
を
続
け

て
い
る
と
、
99
年
後
に
は
人
類
滅
亡
の
可
能
性
が
あ
り

得
る
こ
と
を
科
学
的
に
シ
ナ
リ
オ
化
し
よ
う
と
す
る
も

の
。
89
年
に
倉
光
が
参
加
し
た
一
般
公
開
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
登
壇
し
て
い
た
情
報

工
学
者
の
坂
田
俊
文
［
＊
2
］
氏
と
地
球
物
理
学
者
の
松

井
孝た

か

典ふ
み

［
＊
3
］
氏
の
二
人
か
ら
、
人
類
が
最
悪
の
場
合

あ
と
1
0
0
年
で
滅
亡
す
る
可
能
性
を
聞
か
さ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
C
E
L
の
提
案
に
よ
る
「
ジ
オ

カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
研
究
会
」
結
成
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
研
究
所
の
設
立
5
周
年
記
念

と
銘
打
っ
た
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
裁
判
劇
の
形
を
と
っ

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
91
年
11
月
に
大
阪
、

右／研究所の設立5周年記念として開催された、国際フォーラムの際の
パネル展示。左／同フォーラムにて発表された「ジオカタストロフィ研
究」をめぐる研究報告の様子。

1994年に発行、当時
の体制や研究領域を
紹介した研究所のパ
ンフレット。
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92
年
3
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
と
、
多
数
の
メ
デ
ィ

ア
が
こ
れ
を
紹
介
。
描
か
れ
た
シ
ナ
リ
オ
は
91
年
の

『
C
E
L
』
誌
18
号
で
特
集
さ
れ
た
の
ち
、
上
下
巻
各

1
4
4
頁
の
ム
ッ
ク
本
と
し
て
N
H
K
出
版
か
ら
一

般
向
け
に
刊
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、
報
道
番
組
『
筑
紫

哲
也N

EW
S
23

』［
＊
4
］（
当
時
）
で
も
採
り
上
げ
ら

れ
る
な
ど
、
大
き
な
反
響
を
巻
き
起
こ
す
［
＊
5
］。

こ
う
し
た
多
く
の
事
績
を
通
じ
、
研
究
所
の
礎
を
つ

く
っ
た
倉
光
が
大
阪
ガ
ス
を
定
年
退
職
し
て
、
神
戸
大

学
経
営
学
部
教
授
に
転
じ
た
の
は
94
年
の
こ
と
。
倉
光

の
も
と
、
自
身
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
言
う
べ
き
「
語

り
べ
シ
ア
タ
ー
」
へ
と
つ
な
が
る
「
な
に
わ
の
語
り
べ

養
成
講
座
」［
＊
6
］
を
始
め
た
研
究
員
の
栗
本
智
代
は
、

初
代
所
長
の
思
い
出
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
私
が
言
わ
れ
た
の
は
『
お
前
は
ガ
ス
抜
き
を
し
ろ
』

で
し
た
。
私
は
商
品
開
発
部
か
ら
来
た
ん
で
す
が
、
逆

に
『
あ
な
た
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
研
究
を
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
』
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
ま
ず

注＊
1 �

こ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
自
体
、
研
究
員
・
隅
野
哲
郎
の
実
践
的
研
究
で
あ
っ
た
。

＊
2 �

[1
9
3
1
～
2
0
2
0
]東
海
大
学
名
誉
教
授
。
人
工
衛
星
に
よ
る

地
球
観
測
や
解
析
等
、
画
像
処
理
工
学
に
お
け
る
第
一
人
者
。

＊
3 �

[1
9
4
6
～
2
0
2
3
]千
葉
工
業
大
学
学
長
。
東
京
大
学
名
誉
教
授
。

日
本
の
惑
星
科
学
の
第
一
人
者
と
し
て
、
学
際
的
な
地
球
学
を
唱
え
た
。

＊
4 �

1
9
8
9
年
10
月
か
ら
2
0
0
8
年
3
月
末
ま
で
、
T
B
S
系
列
（
関

西
で
は
M
B
S
）
で
平
日
23
時
台
に
生
放
送
さ
れ
て
い
た
報
道
番
組
。

＊
5 �

ジ
オ
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
の
詳
細
は
、『
C
E
L
』
誌
18
号
を
参
照
。

＊
6 �「
語
り
べ
シ
ア
タ
ー
」
の
概
要
は
、『
C
E
L
』
誌
1
3
6
号
の
連
載

「『
C
E
L
』
を
振
り
返
る
」（
40
頁
）
を
参
照
。

＊
7 �

1
9
7
4
年
に
設
立
さ
れ
た
、
ア
メ
リ
カ
の
民
間
環
境
問
題
研
究
所
。

地
球
と
人
類
の
生
存
基
盤
を
脅
か
す
地
球
環
境
の
破
壊
、
人
口
爆
発
、

資
源
の
枯
渇
、
食
糧
不
足
な
ど
重
大
問
題
の
実
態
報
告
、
現
状
分
析
、

将
来
予
測
な
ど
を
行
う
。

＊
8 �

大
阪
市
北
区
天
神
橋
に
2
0
0
1
年
4
月
に
開
館
。「
住
ま
い
」
を
中

心
に
「
暮
ら
し
」
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
ま
で
を
テ
ー
マ
と
す
る
、
歴
史

系
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
大
阪
の
都
市
居
住
の
歴
史
を
楽
し
く
学
ぶ
と
と
も

に
、「
住
む
ま
ち
・
大
阪
」
に
対
す
る
愛
着
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
。

＊
9 �

1
9
8
1
年
の
国
際
障
が
い
者
年
に
始
ま
っ
た
、
D
a
ig
a
s
グ
ル
ー

プ
の
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。「
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
身
近
な
こ

と
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
に
自
ら
の

意
思
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」
と
の
趣
旨
の
も
と
、
社
員
た

ち
が
自
主
的
に
活
動
を
企
画
し
、
参
加
し
、
続
け
て
い
く
の
が
特
徴
。

＊
10 �

1
9
9
1
年
、
社
員
の
自
発
的
な
地
域
貢
献
活
動
や
文
化
活
動
を
推
進

す
る
た
め
人
事
部
内
に
設
置
、
あ
わ
せ
て
「
小
さ
な
灯
運
動
」
事
務
局

も
移
管
さ
れ
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
体
制
が
整
っ
た
。

＊
11 �

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
基
に
、
次
の
時
代
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち

の
育
成
を
多
様
な
角
度
か
ら
支
援
。
地
域
の
環
境
学
習
活
動
の
支
援
、

自
然
環
境
セ
ン
タ
ー
な
ど
環
境
学
習
施
設
の
管
理
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

大
阪
ガ
ス
と
は
「
つ
な
が
る
展
」
な
ど
を
通
じ
、
長
く
支
援
関
係
に
あ
る
。

生
活
者
の
ス
タ
ン
ス
に
立
つ
こ
と
―
―
と
い
う
倉
光
な

ら
で
は
の
明
確
な
意
図
が
あ
っ
た
の
だ
と
、
今
振
り

返
っ
て
思
い
ま
す
」

国
際
派
の
第
2
代
所
長
・
山
藤
に

受
け
継
が
れ
た
問
題
意
識

1
9
9
4
年
6
月
、
倉
光
の
後
を
受
け
て
山さ

ん

藤と
う

泰
が

第
2
代
所
長
に
就
任
す
る
。
企
画
部
、
ロ
ン
ド
ン
事
務

所
長
、
国
際
部
長
な
ど
を
務
め
た
生
粋
の
国
際
派
で
あ

り
、
そ
れ
ま
で
C
E
L
と
の
関
わ
り
は
比
較
的
少
な
い
。

一
方
で
海
外
経
験
が
長
く
、
す
で
に
環
境
問
題
に
対
す

る
注
目
が
高
ま
っ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
況
を
知
っ

て
い
た
だ
け
に
、
倉
光
前
所
長
の
問
題
意
識
は
確
か
に

引
き
継
が
れ
た
よ
う
だ
。

「
研
究
所
の
活
動
に
一
つ
の
エ
ポ
ッ
ク
を
作
っ
た
の
は
、

（
中
略
）「
ジ
オ
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
研
究
」
を
裁
判
劇
に

組
み
替
え
て
世
に
問
う
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）

前
所
長
で
あ
る
倉
光
弘
己
氏
（
現
神
戸
大
学
経
営
学
部
教

授
）
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
能
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、

二
年
前
に
仕
事
を
引
き
継
い
だ
私
と
し
て
は
、
彼
の
訴

求
力
を
簡
単
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念

で
あ
る
」（
1
9
9
6
年
9
月
・『
C
E
L
』
38
号
）
と
一

歩
下
が
り
つ
つ
も
、「
し
か
し
、
問
題
意
識
に
つ
い
て

は
同
じ
で
あ
る
」（
同
）
と
明
言
。
ジ
オ
カ
タ
ス
ト
ロ

フ
ィ
研
究
で
も
協
力
を
得
た
ワ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ッ
チ
研
究

所
［
＊
7
］
の
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
所
長
を
環
境
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
招
聘
し
、C
E
L
10
周
年
記
念
特
別
講
演
「
持

続
可
能
な
発
展
へ
の
挑
戦
」を
実
現
す
る
な
ど
、
在
任

中
を
通
じ
、
環
境
負
荷
の
抑
制
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た

め
の
地
域
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
研
究
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

国
際
通
の
山
藤
は
ま
た
、
以
前
の
『
が
す
燈
』
で

「
特
に
日
本
人
は
、
自
分
の
知
ら
な
い
世
界
を
知
る
こ

と
が
大
切
な
ん
で
す
ね
。
日
本
で
通
る
こ
と
は
世
界
で

も
通
る
と
、
本
気
で
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
か
ら
。

（
中
略
）
で
も
、
実
際
に
知
り
た
く
て
も
本
が
な
い
ん

で
す
よ
ね
」（『
が
す
燈
』　

1
9
8
9
年
10
月
号
）
と
発
言

し
て
い
る
よ
う
に
、
環
境
問
題
の
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い

て
も
深
く
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ア
メ

リ
カ
の
環
境
保
護
N
P
O
代
表
で
あ
る
ア
ラ
ン
・
ダ
ー

ニ
ン
グ
の
著
書
『
ど
れ
だ
け
消
費
す
れ
ば
満
足
な
の

か
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）（
44
頁
参
照
）
の
邦
訳
な
ど
に

も
従
事
。
先
端
技
術
に
も
明
る
く
、
い
ち
早
く
研
究
所

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
の
ち
に
つ
な

が
る
情
報
発
信
に
も
功
績
を
残
し
て
い
る
。

第
3
代
所
長
・
古
館
の
就
任
が

C
E
L
に
も
た
ら
し
た
活
力

1
9
9
8
年
4
月
に
、
第
3
代
C
E
L
所
長
と
し
て

古ふ
る

館た
ち

晋
が
就
任
す
る
。
C
E
L
設
立
準
備
部
時
代
に

研
究
所
の
立
ち
上
げ
に
関
わ
り
、
開
設
後
は
副
所
長
兼

研
究
員
と
し
て
倉
光
、
山
藤
両
所
長
の
も
と
、
組
織
を

下
支
え
し
た
古
館
は
ま
た
、
住
ま
い
・
暮
ら
し
・
歴
史

に
つ
い
て
の
論
考
を
数
多
く
残
し
た
、
い
わ
ば
研
究
所

生
え
抜
き
の
所
長
で
も
あ
っ
た
。

所
長
就
任
以
前
か
ら
、
社
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
き
た
古
館
は
、
各
方
面
か
ら
の
相
談

に
乗
る
人
望
の
厚
い
人
柄
だ
っ
た
と
い
う
。
多
く
の
媒

体
へ
の
執
筆
は
も
ち
ろ
ん
、
ラ
ジ
オ
大
阪
の
『
住
ま
い

の
1
1
0
番
』（
大
阪
ガ
ス
住
ま
い
の
相
談
セ
ン
タ
ー
提
供
）

の
コ
ー
ナ
ー
「
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
提
案
」（
当
時
）

を
倉
光
は
じ
め
他
の
研
究
員
と
と
も
に
、
長
き
に
わ

た
っ
て
担
当
。
そ
の
他
、
産
官
学
共
同
の
研
究
会
や
大

学
の
寄
付
講
座
・
公
開
講
座
の
講
師
な
ど
生
活
文
化
分

野
で
幅
広
い
活
動
を
行
い
、
93
年
に
建
設
さ
れ
た
大
阪

ガ
ス
の
実
験
集
合
住
宅
「
N
E
X
T
21
」
で
は
構
想

の
段
階
か
ら
参
画
し
た
ほ
か
、「
大
阪
市
立
住
ま
い
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
）」［
＊
8
］
に
も

当
初
の
構
想
委
員
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
。

当
時
注
目
を
集
め
て
い
た
企
業
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー

の
面
で
も
、
大
阪
工
業
会
の
社
会
・
文
化
小
委
員
会
の

委
員
長
と
し
て
、
大
阪
大
学
経
済
学
部
で
の
公
開
寄
付

講
義
「
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
の
理
論
と
実
装
」
の
実
現

に
も
尽
力
し
て
き
た
古
館
は
、
大
阪
ガ
ス
社
内
で
の
企

業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
「
小
さ
な
灯
運
動
」［
＊
9
］
の
展

開
、「
い
き
い
き
市
民
推
進
室
」［
＊
10
］
の
組
織
づ
く
り

に
寄
与
。
社
外
で
も
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
基

に
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
多
様
な
角
度
で
支
援
す
る
、

兵
庫
県
西
宮
市
の
こ
ど
も
環
境
活
動
支
援
協
会

「
L
E
A
F
」［
＊
11
］（
1
9
9
8
年
設
立
、2
0
0
2
年
N
P
O
法

人
化
）
の
立
ち
上
げ
と
運
営
に
尽
力
す
る
な
ど
、
古
館

な
ら
で
は
の
多
彩
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
当
時
の
研
究
所

に
も
た
ら
し
た
活
力
に
は
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。

一
方
、
古
館
所
長
の
時
代
は
、
そ
れ
ま
で
社
外
に
向

け
て
研
究
活
動
を
発
信
し
て
き
た
C
E
L
が
、
大
阪
ガ

ス
社
内
へ
の
提
言
や
貢
献
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
時
期
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
研
究
所
内
で
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
・
社
会
経
済
分
野
の
研
究
へ
の
一
層

の
取
り
組
み
、
そ
の
た
め
の
人
材
面
の
充
実
な
ど
が
は

か
ら
れ
た
。

こ
の
時
期
は
ま
た
、
経
営
調
査
室
に
籍
を
置
き
経
済

に
強
く
、
の
ち
の
「
C
E
L
生
活
意
識
調
査
」（
22
頁
）

で
専
門
性
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
豊
田
尚
吾
、
く
わ

え
て
、
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
（
現
・
U
R
都
市
機
構
）

を
退
職
後
、
大
阪
ガ
ス
に
転
職
し
た
濱
惠
介
の
配
属
も

実
現
。
こ
の
点
、
人
事
畑
の
経
験
も
豊
富
な
古
館
は
初

代
所
長
・
倉
光
の
よ
う
な
カ
リ
ス
マ
的
な
存
在
感
で
対

外
的
認
知
を
高
め
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
所
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
領
域
で
外
に
認
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社

内
か
ら
も
評
価
さ
れ
る
―
―
そ
ん
な
C
E
L
の
あ
り

方
を
模
索
し
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
人
事
面
の
充

実
は
、
研
究
分
野
の
広
が
り
と
い
う
点
で
も
「
生
活

者
」
と
し
て
の
視
点
を
よ
り
重
視
す
る
、
以
後
の

C
E
L
の
活
動
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
く
。
こ
の
時
期
、

副
所
長
と
し
て
古
館
に
伴
走
し
て
い
た
の
が
、
の
ち
に

上／裁判劇のスタイルで行われた「ジオカタスト
ロフィ研究」のパネルディスカッション。中央の
裁判官役は初代所長の倉光弘己。下／劇中では
研究会のメンバーが「人類滅亡という言葉で人々
の不安をあおった罪」で被告となり、検事役や弁
護士役の著名研究者たちと議論を交わした。

所
長
と
な
る
安
達
純
で
あ
っ
た
。

「
頂
門
の
一
針
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
頭
上
に
あ
る

急
所
に
1
本
の
針
を
刺
す
と
い
う
意
味
か
ら
転
じ
て
、

相
手
の
急
所
を
お
さ
え
て
教
え
諭
す
と
い
う
意
味
だ
が
、

当
時
、
あ
る
役
員
が
C
E
L
に
寄
せ
る
期
待
を
こ
う
表

現
し
た
と
さ
れ
る
。
い
ち
早
く
外
の
世
界
を
見
て
社
内

に
忠
告
を
与
え
る
存
在
た
れ
、
と
の
声
は
確
か
に
的
を

射
て
は
い
る
が
、
実
行
と
な
る
と
け
っ
し
て
簡
単
で
は

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

上／レスター・ブラウン氏を招いて行
われた、CEL10周年記念特別講演「持
続可能な発展への挑戦」の模様。右下
／第2代所長を務めた山藤泰（1994年
撮影）。左下／第3代所長を務めた古
館晋（1998年撮影）。
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